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被災4県

「東北お遍路」巡礼地の-つに選定さ
れた陸前高田市の「奇跡の-本松」

東
北
お
遍
路

一
般
社
団
法
人
東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
場

所
と
し
て
、
岩
手
青
森
、
宮
城
、
福
島
の
被
災
4
県
の
沿
岸
部
5
3
カ
所
を
案
北

お
遍
路
」
巡
礼
抱
に
選
定
し
た
。
一
般
公
募
に
基
づ
き
、
本
県
出
身
の
シ
ン
ガ
!

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
あ
ん
べ
光
俊
さ
ん
ら
選
定
委
員
が
決
め
た
。
本
県
は
大
船
渡
市
の

「
津
波
記
憶
石
」
や
陸
前
高
田
市
の
書
跡
の
一
本
松
」
な
ど
9
カ
所
。
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
公
募
を
続
け
、
随
時
遁
加
す
る
。

「
四
国
八
十
八
カ
所
」
に

倣
っ
て
震
災
犠
牲
者
の
慰

霊
、
鎮
魂
の
た
め
の
巡
礼
地

を
選
定
す
る
。
あ
ん
へ
さ
ん

が
提
唱
し
た
選
定
5
原
則
に

よ
り
、
1
0
0
0
年
先
ま
で

残
し
た
い
物
語
性
が
あ
る
こ

と
が
絶
対
必
要
条
件
で
、
他

ら
陸
地
へ
絢
2
0
0
㍍
押
し

流
さ
れ
た
大
き
琢
石
。
当
時

の
佳
辰
が
」
「
津
波
記
念
石
」

と
刻
ん
で
教
訓
を
残
そ
う
と

し
た
も
の
の
、
時
を
経
て
道

日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
る

道
路
の
損
壊
で
再
び
姿
を
現

した。ま
た
、
陸
前
高
田
市
の

書
跡
の
一
本
松
」
は
、
周

辺
が
復
興
祈
念
公
園
に
整
備

さ
れ
る
こ
と
も
如
味
し
た
上

で
の
選
定
と
な
つ
て
い
る
。

他
に
本
県
か
ら
は
▽
津
波

慰
霊
碑
(
津
野
町
)
▽
大
鳥

居
と
楓
(
か
え
で
)
の
木
(
野

田
村
)
▽
室
橋
寺
(
田
野
畑

村
)
▽
三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス

線
カ
ル
ポ
ナ
ー
ド
し
ま
の
こ

し
駅
(
同
)
▽
御
蔵
山
(
山

田
町
)
▽
私
設
こ
す
も
す
公

園
・
希
望
の
壁
画
釜
石

市
)
▽
鵜
住
居
メ
モ
リ
ア
ル

パ
ー
ク
(
同
)
I
が
選
定
さ

れた。

に
▽
震
災
に
ま

な
い
だ
場
所
▽
鎮
魂
の
拠

ー
の
う
ち
二
つ
以
上
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な

る。
大
船
渡
市
三
陸
町
の
「
津

波
記
憶
石
」
は
、
1
9
3
3

(
昭
和
8
)
(
年
の
昭
和
三
陸

地
震
の
津
波
で
海
岸
付
近
か

他
県
の
選
定
数
は
青
森
県

が
蕪
鴨
神
社
(
八
戸
市
)
の

1
カ
所
、
宮
城
県
が
仙
台
空

港
含
取
市
、
岩
沼
帝
)
な

ど
2
傘
カ
所
、
福
島
県
が
福
島

第
工
原
子
力
発
電
所
(
大
熊

町
)
な
ど
1
 
9
カ
所
。
選
定
は

あ
ん
べ
さ
ん
と
宮
城
大
の
富

原
育
子
教
授
、
学
習
院
大
の

赤
坂
憲
雄
教
授
(
福
島
県
立

博
物
館
長
)
、
民
俗
研
究
家

結
城
登
美
雄
さ
ん
の
委
員
4

人
が
行
っ
た
。

県
に
よ
っ
て
選
定
数
に
は

ら
つ
き
が
あ
る
の
ほ
、
公
募

を
基
本
に
し
て
い
る
だ
め

で
、
固
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

本
県
か
ら
の
応
募
を
広
く
呼

び
掛
け
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら

も
応
募
で
き
る
。

ア
ド
レ
ス
は
次
の
通
り
。
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